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平成２５年度 佐賀県内の主な河川関係事業、港湾・空港事業、公園事業

六角川直轄河川改修事業

[河川－６] 【継続】

松浦川総合水系環境整備事業

[河川－７] 【新規】

筑後川直轄河川改修事業

[河川－４] 【継続】

伊万里港（七ツ島地区）

国際物流ターミナル整備事業

[港空－４]

【継続】

吉野ヶ里歴史公園

[都住－２] 【継続】



：新規事業

：主な完成（供用含む）事業

国道４９７号
唐津伊万里道路

［道路－９］
【継続】

国道２０３号
厳木バイパス
［道路－８］

【全線・暫定供用】

国道３４号
交差点改良等

（前満江交差点改良）
［道路－１０］

【継続】

平成２５年度 佐賀県内の主な道路関係事業



筑後川直轄河川改修事業
ちくごがわ おおかわし さがし

■筑後川水系高潮対策（緊急対策特定区間整備）（福岡県大川市、佐賀県佐賀市）

○筑後川下流の高潮区間には主要都市が位置し、かつ低平地であることから氾濫時における浸水は広範囲におよび、甚
大な被害の発生が予想。

○高潮常襲地帯のためこれまで幾度となく高潮被害を受け、昭和６０年８月台風１３号を契機に高潮堤防整備に本格的
に着手。

○当面の目標である昭和６０年８月の台風１３号規模の高潮に対して堤防の高さが不足する区間の堤防整備を行い、一
連区間の治水安全度の向上を図る。

昭和６０年高潮被害

昭和６０年高潮被害

昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況
（福岡県大川市）

昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況
（早津江川５/８００付近（佐賀県佐賀市））

佐賀県 福岡県
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早津江地区
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新田（小保）地区

もろどみ
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筑後川高潮区間
左右岸11k000

：H24まで
：H25以降
：他事業区間
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平成25年度
しんでん こぼ

○新田（小保）地区
事業内容：築堤、樋管 等

はやつえ

○早津江地区
事業内容：築堤、樋管 等

おおたくま

○大詫間地区
事業内容：用地取得

もろどみ

○諸富地区
事業内容：築堤

河川－４



六角川直轄河川改修事業
うしづ た く し お ぎ し

■支川牛津川改修（多久市、小城市）

○平成２１年中国・九州北部豪雨において、計画高水位を大幅に超える出水が発生し、堤防決壊の寸前となった。

○そのため、河川整備（遊水地改良、堰改築、引堤等）を実施し、治水安全度の向上を図る。

多久市

大町町 江北町
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白石町

JR佐世保線

JR六角川橋六角川→
武雄市

10k

20k

10k

20k

小城市

計画高水位を越えた状態

牛津川

妙見橋

牛津川→

たくし

多久市

おおまちちょう

大町町

こうほくまち

江北町

JR佐世保線

おぎし

小城市

平成21年7月洪水時の被害状況 平成21年7月洪水時の牛津川
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部分引堤による

法線是正・河積拡大

旧堤防新堤防

引堤による
河積拡大

堰改築 牟田辺遊水地改良
（平成24年度完了）

築堤（引堤）

河川整備区間

しろいしちょう

白石町

平成25年度
事業内容：築堤（引堤）、堰改築 等
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河川－６



松浦川総合水系環境整備事業

駒鳴駅

駒鳴峠

駒鳴地区

平成25年度
事業内容：測量・調査設計

こまなき い ま り し

■駒鳴地区水辺整備事業（伊万里市）

○駒鳴地区は良好な河川環境が形成され、ホタルの鑑賞場等として地域から親しまれているが、河川利用上の安全性が低い。

○地元自治体が「かわまちづくり支援制度」に申請し、登録されたことなどを踏まえ、国土交通省において河川利用上の安全性
を高めるための管理用通路等の整備を実施。

河川－７



■ 伊万里港（七ツ島地区）国際物流ターミナル整備事業（水深１３ｍ）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 岸壁不足による滞船の解消や大型船舶の入出港に対応するため、外貿ターミナルを整備するとともに、港湾関連車輌の増加にともなう渋滞を緩和し

、安全で効率的な輸送ルートを確保するため、臨港道路を整備します。

○期 間 ： 平成３年度事業着手、平成２０年代後半完成予定

◆平成２５年度の事業内容

・航路泊地の整備を引き続き実施します。

いまり こ う ななつじま

凡例
整備箇所

航路泊地（-13m）

岸壁（-13m）完成

七ツ島地区

港空－４

伊万里港



都市公園事業（国営吉野ヶ里歴史公園）

古代の森の造成・植栽

■我が国固有の優れた文化的資産の保存及び活用

○本公園は、吉野ヶ里遺跡の保存及び活用を図るために設置された国営公園。
○周辺には、国営公園と一体となって歴史公園としての機能充実を図るため県立公園の整備が進められてい

る。（現在まで国営公園が約４９ha、県立公園が約３１ha供用中）
○引き続き、古代の森の整備を行うことで、弥生時代の雰囲気や生活感を実感できる場の提供を図る。

木柵の更新

東墳丘墓の整備

【事業内容】
○平成25年度 （継続）
○実施内容
古代の森の造成・植栽、木柵の更新、
東墳丘墓の整備

都住－２



国道２０３号 厳木バイパス

■長部田ＩＣ～岩屋ＩＣ（Ｌ＝２．１ｋｍ）
平成２５年度供用に向け舗装工事を推進。

■岩屋ＩＣ（ランプ部）
平成２５年度供用に向け工事を推進。

厳木バイパス Ｌ＝６．３ｋｍ

－平成２５年度供用予定－
L=２．１km（2/4）

きゅうらぎ

H14.12.15供用済
Ｌ=1.9km（2/4）
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※未供用のＩＣ名は仮称
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岩屋ＩＣ（ランプ部）
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事業の概要
・全体事業費：約３４０億円
・平成２５年度事業費

２．４億円（当初）

道路－８



西九州自動車道 国道４９７号 唐津伊万里道路

■北波多ＩＣ～谷口ＩＣ（Ｌ＝４．８ｋｍ）
平成２６年度供用に向け改良、橋梁工事を推進。

■谷口ＩＣ～伊万里東ＩＣ（Ｌ＝５．３ｋｍ）
平成２９年度供用に向け用地買収、改良、橋梁工事を推進。

唐津伊万里道路 Ｌ＝１８．１ｋｍ

－平成２９年度供用予定－
L=5.3km（2/4）

か ら つ い ま り

H24.3.24供用済
Ｌ=4.5km（2/4）
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－平成２６年度供用予定－
L=4.8km（ 2/4 ）

H25.3.23供用済
L=3.5km（ 2/4 ）
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※未供用のＩＣ名は仮称
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事業の概要
・全体事業費：約６５５億円
・平成２５年度事業費

４３．０億円（当初）

道路－９



佐賀３４号交差点改良等（前満江交差点改良）

■前満江交差点改良（１箇所）
早期供用に向け用地調査に着手。

場所：佐賀県小城市牛津町勝

まえみつえ

まえみつえ

至 佐賀市

至 武雄市

至 武雄市

至 佐賀市

当該箇所

【位置図】

当該箇所

【位置図】

当該箇所

【位置図】

国道34号

（現況）

【平面図】

【横断図】 【現況写真】

前満江交差点改良 １箇所

さ が け ん お ぎ し う し づ ちょ う かつ

道路－１０




